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「桜淵の釜屋建民家」  新城美術協会  山本智恵さん（川路）の作品です。
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　創立100周年を迎える新城高校の全
校生徒が、建設中の新東名高速道路設
楽原パーキングエリア（仮称）のり面
にヤマザクラの苗木150本を植樹しま
した。植樹した桜の苗は、環境デザイ
ン科３年生が桜淵公園で拾った種を発
芽させ育てたものです。

新城高校100周年記念で植樹 10月30日㈫

◆ ◆ ◆ ◆ ◆◆ ◆ ◆ ◆ ◆今 月 の 人 口今 月 の 人 口
平成24年11月1日現在（前月比）

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と
　異動事由の集計が一致しない月もあります。
※住基法の改正により、８月１日現在から、外国人住民を
　含んだ人口と世帯数に変更しました。

総人口…50,438人
男………24,859人 （－40）
女………25,579人 （－22）

世帯数………………17,205

出生……27人
死亡……58人
転入……73人
転出…107人

夜 間 診 療 所
住宅

市民病院
夜間診療所

正面
玄関 身障者

駐車場

国道301号至豊川 至鳳来

新城区
検察庁

新城
簡易
裁判所噴水

板
内
案

診療日
毎日
診療科目
内科、小児科
診療受付時間
午後7時30分～午後10時30分
診療時間
午後8時～午後11時
診療場所
夜間診療所
新城市字北畑54番地1
（市民病院東側隣接地）
　 24 -1161TEL

駐車場は、市民病院駐車場をご利用ください。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、診療時間の変更または休診することがあります。

診療は医科・歯科ともに外来
のみです。

休日診療所は日曜日、国民の祝日、8月15日および年末年始（平成24年
12月30日～平成25年1月3日）に診療を行います。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人
保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町
JR飯田線（至飯田）

151

休 日 診 療 所

医科
午前9時30分～午後4時30分
※診療受付時間
　午前9時30分～11時30分、
　午後1時～4時
歯科
午前9時～正午
※担当歯科医師は新城歯科医師会
　のホームページ
　http://park.geocities.jp/
　　　　　 sinnsirosikaisikai/
　をご確認ください。
診療日
12月２日㈰、９日㈰、16日㈰、
23日㈷、24日（休）、30日㈰、31日㈪
診療場所
休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8
　 23 -3665TEL

診療受付時間
【土曜日】午後５時～午後８時30分
【専門科】午後７時～午後10時30分
※ただし、赤字は午前９時30分～午後４時30分
電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、緊急医は変更することがあります。

QRコードを利用しますと携帯電話で
緊急医の情報をご覧になれます。

医療機関を利用されるときは、必ず「健康保険証・
各種受給者証・お薬手帳」をご持参ください。

緊 急 医

県救急医療情報システム
・県救急医療情報センター
　1年365日24時間最寄りの医療機関を案内しています。
　　 22-1133 　   http://www.qq.pref.aichi.jp/
・県小児救急電話相談
　毎日午後7時から11時まで小児の救急電話相談を
　行っています。
　　 ＃8000〔短縮電話番号〕 　　052-962 -9900

くすり・医療用品などに関する緊急の相談・質問など
に応じます。
・新城市薬剤師会　　090-5007-1200
・開設時間　午後9時～翌朝午前9時

くすり安心電話

TEL

TELTEL

TEL

hp

12 緊急医月
1

6

8

11

12

15

18

22

29

土

木

土

火

水

土

火

土

土

茶臼山厚生病院（富沢）

さくら眼科（上平井）

星野病院（大野）

石川整形外科クリニック（平井）

春日眼科（杉山）

宮本病院（海老）

皮フ科新栄クリニック（平井）

今泉病院（栄町）

茶臼山厚生病院（富沢）

22-2266

22-4100

32-1515

24-6500

24-3222

35-0811

24-6022

22-1150

22-2266

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

「集まれ!ちびっ子広場」に登場する「ちびっ子」を皆さんから募集します。
対象／市内在住の1歳から小学校入学前までのお子さん。ただし、1歳未満のお子さんも、１歳以上小学生未満の兄弟と一緒の場合は可。
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元気で
よい子に…
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※平成２4年10月1日～31日の間に届け出のあった赤ちゃんです。届出人の承諾を得て掲載しています。
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支
援
制
度
の
仕
組
み
と
現
場
を

見
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
回
は

農
林
業
公
社
し
ん
し
ろ
の
職
員
で

あ
る
権
田
義
憲
さ
ん
に
案
内
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
権
田
さ
ん
は
、
今
ま
で
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
事
業
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
多
く
の
新
規
就
農
者

た
ち
と
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
約
３
分
の
１
が
農
業
か
ら
離

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
と
て

も
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
今
回
の
支
援
事
業
に
か

け
る
想
い
は
人
一
倍
で
す
。「
教
え

ら
れ
る
こ
と
は
何
で
も
教
え
る
。

今
は
い
ろ
ん
な
支
援
が
あ
る
か

ら
、
な
ん
と
か
頑
張
っ
て
や
り
抜

い
て
ほ
し
い
。」と
研
修
生
を
応
援

し
て
い
ま
す
。

　
作
手
地
区
で
は
16
農
家
で
構
成

さ
れ
て
い
る
ト
マ
ト
部
会
が
あ

り
、
全
体
で
4
0
0
a
あ
ま
り
の

ハ
ウ
ス
で
「
リ
ン
カ
4
0
9
」
と

「
桃
太
郎
」
の
大
玉
ト
マ
ト
を

作
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
研

修
生
の
受
け
入
れ
を
し
て
い
る
の

は
、
Ｊ
Ａ
愛
知
東
ト
マ
ト
部
会
作

手
支
部
の
小
川
さ
ん
と
菅
沼
さ
ん

で
す
。

　
小
川
さ
ん
は
、
15
年
前
に
作
手

村
で
募
集
し
た
「
新
規
就
農
者
」

で
、
名
古
屋
市
か
ら
移
住
し
て
ト

マ
ト
栽
培
を
始
め
た
方
で
す
。
権

田
さ
ん
が
「
知
ら
ん
土
地
で
初
め

て
農
業
を
す
る
苦
労
は
、
並
大
抵

の
も
の
じ
ゃ
な
い
。
そ
れ
で
も
農

家
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
部
会
の

中
で
活
躍
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。」

と
言
っ
て
紹
介
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
小
川
さ
ん
は
現
在
、
40
a
の
ハ

ウ
ス
で
「
リ
ン
カ
」
と
い
う
品
種

の
ト
マ
ト
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

夏
に
集
中
す
る
作
業
は
早
朝
か
ら

始
ま
り
、
収
穫
、
選
別
の
ほ
か
に

水
や
り
、
追
肥
、
整
姿
、
消
毒
な

ど
、
か
な
り
ハ
ー
ド
で
す
。
ハ
ウ

ス
で
の
作
業
の
た
め
、
夏
の
暑
さ

に
耐
え
ら
れ
る
体
力
も
必
要
で

す
。
ま
た
、
ト
マ
ト
は
連
作
障
害

も
あ
り
、
品
質
を
維
持
す
る
の
が

難
し
い
で
す
。

　
研
修
生
に
何
を
期
待
し
ま
す
か

と
い
う
問
い
に
「
吸
収
で
き
る
も

の
は
全
て
吸
収
し
て
ほ
し
い
。
農

業
は
自
然
の
恵
み
を
最
初
に
享
受

で
き
る
素
晴
し
い
仕
事
で
す
。
田

舎
暮
ら
し
は
、
都
会
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
に
は
な
い
楽
し
み
も
多
く
あ

り
ま
す
。
百
姓
の
名
の
通
り
、
仕

事
の
分
野
が
と
て
も
広
い
の
で
、

創
意
工
夫
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し

い
。」と
笑
顔
で
答
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　「
担
い
手
確
保
育
成
総
合
支
援

計
画
」
で
は
、
公
益
財
団
法
人

「
農
林
業
公
社
し
ん
し
ろ
」
が
研

修
先
と
な
り
、
公
募
審
査
で
選
ば

れ
た
研
修
生
に
、
農
作
物
に
つ
い

て
の
講
習
や
農
業
機
械
の
操
作
実

習
、
指
導
農
家
に
よ
る
栽
培
指
導

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
２

〜
３
人
受
け
入
れ
、
農
業
の
後
継

者
を
育
成
し
て
い
く
計
画
で
す
。

　
現
在
、
２
人
の
研
修
生
が
作
手

地
区
の
ト
マ
ト
農
家
で
２
年
間
の

現
地
研
修
に
励
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
２
人
は
他
市
町
村
か
ら
移
り
住

ん
で
研
修
を
始
め
ま
し
た
。

　
J
A
愛
知
東
は
、
農
家
の
冬
場

の
稼
ぎ
と
な
る
作
物
を
検
討
し
た

結
果
「
菌
床
シ
イ
タ
ケ
」
を
新
た

な
奨
励
農
産
物
に
位
置
付
け
、
平

成
21
年
度
に
作
手
地
区
に
菌
床
セ

ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
し
た
。
農
林

業
公
社
し
ん
し
ろ
が
運
営
を
担

い
、
翌
年
稼
働
を
始
め
ま
し
た
。

平
成
22
年
か
ら
農
家
へ
の
菌
床
出

荷
を
始
め
、
現
在
で
は
市
内
で
14

戸
の
農
家
が
計
13
万
個
の
菌
床
栽

培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
菌
床
セ
ン
タ
ー
の
作
業
は
、
大

き
く
分
け
て
菌
床
を
原
料
か
ら
作

り
農
家
へ
出
荷
す
る
作
業
と
、
自

ら
シ
イ
タ
ケ
を
栽
培
し
出
荷
す
る

作
業
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
工
場
と
呼
ば
れ
る
施
設
で
、
お

が
粉
や
米
ぬ
か
な
ど
の
原
料
を
混

ぜ
て
成
形
し
た
も
の
に
、
シ
イ
タ

ケ
菌
を
埋
め
込
ん
で
菌
床
が
作
ら

れ
ま
す
。
室
内
温
度
13
〜
23
℃
、

湿
度
80
％
以
上
に
保
た
れ
た
培
養

室
で
１
カ
月
半
ほ
ど
管
理
さ
れ
、

３
〜
４
月
に
農
家
へ
出
荷
さ
れ
ま

す
。
菌
床
セ
ン
タ
ー
で
は
、
夏
は

１
万
５
千
個
、
冬
場
は
２
万
個
ほ

ど
の
菌
床
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
農
家
で
二
次
培
養
さ
れ
た
菌
床

シ
イ
タ
ケ
は
、
秋
か
ら
出
荷
最
盛

期
を
迎
え
、
名
古
屋
青
果
市
場
に

出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
家
で
扱
え
る
菌
床
は
、
５
千

か
ら
１
万
個
。
主
に
ハ
ウ
ス
を
利

用
し
て
培
養
し
ま
す
が
、
一
定
の

温
度
と
湿
度
を
保
つ
た
め
に
コ
ス

ト
が
か
か
り
ま
す
。
３
年
が
経
過

し
、
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
っ
て
き

ま
し
た
。

　
菌
床
栽
培
は
、
原
木
を
使
用
し

な
い
の
で
、
労
働
力
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。
ほ
か
に
も
温
度
・
湿
度
の

管
理
が
し
や
す
い
、
収
穫
し
や
す

い
、
生
産
調
整
が
で
き
る
、
廃
菌

床
は
農
地
の
肥
料
に
還
元
で
き
る

な
ど
利
点
が
多
い
で
す
。

　
公
社
の
権
田
さ
ん
は
「
何
と
か

安
定
さ
せ
て
農
家
の
収
入
源
の
一

つ
に
し
た
い
。
稲
作
や
ト
マ
ト
、

お
茶
の
栽
培
な
ど
専
業
で
行
っ
て

い
る
農
家
が
冬
の
作
業
と
し
て
菌

床
栽
培
を
や
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

年
間
通
し
て
の
安
定
し
た
収
入
に

つ
な
が
る
は
ず
。
」
と
力
強
く
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

●この特集は、市民編集委員が企画・編集しました。

特
集

特集● 新城市の農業を考える  最終回

最
終
回

新
城
市
の
農
業
を
考
え
る
！

新
城
市
の
農
業
を
考
え
る
！

新
城
市
の
農
業
を
考
え
る
！

新
規
就
農
者
を
支
え
る

農
家
を
支
え
る

　市では、農林業公社しんしろ、ＪＡ愛知東、県と連携し、農業の課題を克
服しよう、農業を盛り上げようとさまざまな支援事業を行っています。
　今年度は、「担い手確保育成総合支援計画」を始めました。また、新たな
農産物として｢菌床シイタケ｣の栽培振興にも力を入れています。
　最終回では、新規就農者を受け入れたトマト農家と菌床センターを紹介
します。そこには、支援事業にかける熱い想いがありました。

　取材を通して、多くの農業関係者の熱い想いに触れることがで
きました。農業の奥深さや魅力を語り、地元の農業を守りたいと
働く姿をとても頼もしく感じました。
　地元の農業を守ることは、自分たちの安全な食生活を守り、本
市を元気にすることにつながります。みんなで｢地産地消｣、新城
の農業を盛り上げていきましょう。

編 集 後 記
がんばれ！
新城の農業

権田義憲さん

選別作業の様子

小川史朗さん

新規就農者　大岩英泰さん（中央）　細山嘉弘さん（右）
おおいわひでやす ほそやまよしひろ

お がわ  し  ろうごん  だ  よしのり
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地方自治法第243条の3の規定による

平成23年度一般会計の決算

市の財政状況をお知らせします
　市の平成23年度決算ならびに、平成24年度上半期予算（9月末現在）の執行状況についてお
知らせします。
　平成23年度一般会計の決算額は、歳入が224億4,151万円、歳出が211億5,274万円となりま
した。　
　平成23年度は、山吉田地区新設小学校の建設、東郷中学校校舎の耐震補強などの子どもの安
全確保や老人福祉施設の整備、救急医療対策、消防車両の整備など市民の生活の安心につなが
る事業を進めました。
　また、平成24年度では、前年度に引き続き山吉田地区新設小学校の建設、新城小学校屋内運
動場の改築などの子どもの安全確保対策や、助産所の運営、予防接種の助成、減災に向けたイ
ンフラ整備など市民の生活の安心につながる事業を進めています。
　繰越金は12億8,877万円で、平成23年度から平成24年度へ繰り越して行う事業に2億2,189万
円充てられますが、そのほかの繰越金10億6,688万円は、平成24年度の事業に充てられます。

歳入（224億4,151万円） 歳出（211億5,274万円）
民生費　５5億5,198万円

市債　15億1,600万円

負担金など　5億2,418万円

県支出金　11億4,473万円

国庫支出金　17億3,690万円

繰越金　13億6,990万円

諸収入　8億4,773万円

地方消費税交付金　4億9,505万円

市税　72億8,683万円

そのほか　12億1,096万円

総務費　31億9,398万円

消防費   13億1,563万円

公債費　29億539万円

衛生費　28億4,905万円

土木費　14億4,577万円

教育費　18億2,139万円

そのほか　20億6,955万円

地方交付税　63億923万円

市債の状況

……219億1,284万円
……108億7,394万円
……  62億9,995万円
……390億8,673万円

一般会計分
特別会計分
企業会計分
合　　　計

財産の状況

………………4,832,689㎡
…………………281,199㎡
……………64億5,646万円

土   地
建   物
基   金

一般会計でみた一人当たりのお金

負担された市税
145,699円

交付税・国県支出金など
277,246円

使われたお金 
422,945円

〔市役所関連施設〕 年末年始の業務案内

市役所（本庁）
鳳来総合支所
作手総合支所
市民病院
設楽原歴史資料館
鳳来寺山自然科学博物館
長篠城址史跡保存館
作手歴史民俗資料館
勤労青少年ホーム
市民体育館・分館
作手診療所
しんしろ助産所

可燃ごみ収集

クリーンセンター（自己搬入）
資源集積センター（自己搬入）
鳥原埋立処分場（自己搬入）
し尿収集（新城市清掃センター）
し尿収集（作手）

12月 1月
28㈮ 29㈯ 30㈰ 31㈪ 1㈫ 2㈬ 3㈭ 4㈮

平成25年
備　　考

備　　考

備　　考

休
休
休

休休

正午まで
正午まで

休
休

休
休
休

休
休
休

休
休
休

休 休
休
休

休
休
休
休
休
休
休
休
休
休
休
休

休
休
休
休
休
休
休
休
休
休
休
休

休
休
休
休
休
休
休
休
休
休
休
休

休
休
休
休
休
休
休
休
休
休
休
休

休
休
休
休
休
休
休
休
休
休
休
休

休
休
休
休
休
休
休
休
休
休
休
休

午後5時まで

作手B&G海洋センターも同じ午後5時まで

午後5時まで

午後5時まで

午前11時30分まで

【ごみ・し尿収集関係】

【斎苑関係】

しんしろ斎苑

年内の受け付けは12/27㈭まで

受付・収集は1/7㈪から

12/29㈯は正午まで

12/29㈯は正午まで

※収集カレンダーの通り収集しますので、ご確認ください。

休休

休

休休休
休休休

休
休

休
休

休（友引） 休（友引）

12月 1月平成25年

12月 1月平成25年

28㈮ 29㈯ 30㈰ 31㈪ 1㈫ 2㈬ 3㈭ 4㈮

28㈮ 29㈯ 30㈰ 31㈪ 1㈫ 2㈬ 3㈭ 4㈮

（企業会計の予算は支出予算額です。）

会　計　名　称

237億1,810万円

132億2,759万円

49億3,727万円

40億1,868万円

1億8,840万円

12億3,068万円

7億648万円

7億3,083万円

950万円

3,163万円

11億589万円

2億6,823万円

59億7,809万円

44億1,607万円

15億4,867万円

1,335万円

429億2,378万円

224億4,151万円

130億1,673万円

48億6,917万円

39億3,762万円

1億7,615万円

11億8,733万円

6億8,771万円

7億1,869万円

885万円

3,086万円

10億8,049万円

3億1,986万円

52億8,728万円

42億9,217万円

9億8,194万円

1,317万円

407億4,552万円

211億5,274万円

127億4,849万円

47億9,401万円

39億1,951万円

1億7,109万円

11億7,793万円

6億8,632万円

7億1,502万円

854万円

3,083万円

10億6,941万円

1億7,583万円

55億712万円

42億8,019万円

12億1,453万円

1,240万円

394億835万円

収入済額予　算　額 支出済額

216億7,450万円

138億9,205万円

50億7,208万円

42億1,205万円

1億8,260万円

15億5,719万円

6億1,481万円

7億8,945万円

940万円

5,530万円

11億6,080万円

2億3,837万円

63億7,135万円

49億5,229万円

14億353万円

1,553万円

419億3,790万円

21億9,769万円

8億1,103万円

3億5,294万円

3億3,926万円

966万円

941万円

269万円

3,398万円

128万円

15万円

6,166万円

0万円

24億2,204万円

20億2,905万円

3億8,708万円

591万円

54億3,076万円

17億8,740万円

12億9,081万円

4億3,201万円

3億4,542万円

1,584万円

2億5,485万円

3,315万円

1億5,589万円

22万円

59万円

5,284万円

0万円

24億6,616万円

20億2,098万円

4億4,143万円

375万円

55億4,437万円

収入済額予　算　額 支出済額

平成23年度 　決算額 平成24年度 （９月末現在）

一　般　会　計

特 別 会 計 合 計

企 業 会 計 合 計

総　　合　　計

平成23年度決算と平成24年度(9月末現在)収入支出状況

国民健康保険特別会計

介護保険事業特別会計

国民健康保険診療所特別会計

簡易水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

公共下水道事業特別会計

地域下水道事業特別会計

宅地造成事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

財 産 区 会 計

新城市民病院事業会計

水 道 事 業 会 計

工 業 用 水 道 事 業 会 計

財政課  　　23‐7616TEL問 本
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「こども園」のご案内

１．こども園の入園

２．各園の入園対象者と保育時間

【保育時間】

　市では、「安心して子どもが育ち、育てられるまち」として、持続可能な地域社会の形成
を図るため、平成25年4月から市内の幼稚園・保育園を一体的に運営します。
○施設名称を「こども園」に統一します。
○保育料を統一し、併せて保護者負担を軽減します。
○基本となる開園時間（8:30～17:00）を統一します。
○3～5歳児の基本保育時間（8:30～15:00）は、これまでの入園要件を撤廃します。
○幼稚園・保育園のカリキュラムを統一します。

【3～5歳児の入園要件】
・平日の基本保育は、保育に欠けなくても入園できます。
・平日の延長保育や土曜保育（基本・延長）は、保育に欠ける要件が必要です。

【0～2歳児の入園要件】
・入園希望の子どもを対象に、保育の必要度に応じて入園と保育時間を決定します。

【希望保育日と休園日】
　保育が必要な方に限り、4月1日～入園式前日、8月13日～8月15日、卒園式翌日～3月31日も
利用できます。なお、12月29日～1月3日は休園します。

こども未来課  　　23‐7622　　23‐2002　　kodomo@city.shinshiro.lg.jpTEL FAX問 本 em

平日延長保育 平日基本保育

土曜基本保育

月～金

7:30 8:30 15:00 17:00 19:00

土 土曜延長保育

平日延長保育

土曜延長保育

指定園は最長
19:00まで

指定園は最長
19:00まで

（注1）保育時間については、各園の利用状況により短縮する場合があります。
（注2）土曜保育欄の△印は、土曜保育が必要なお子さんがいる場合のみ開園します。

※園の名称は、平成25年4月1日から変更になります。

　 園　　名

新城こども園

中央こども園

城北こども園

千郷東こども園

千郷中こども園

千郷西こども園

東郷東こども園

東郷中こども園

東郷西こども園

東部こども園

吉川こども園

八名こども園

宇利こども園

長篠こども園

鳳来こども園

鳳来西こども園

山吉田こども園

大野こども園

作手こども園

　 　 所　在　地

字東入船32-1

字東沖野28-2

字宮ノ後78

杉山字野中64-1

豊栄字スハ山248-4

豊島字馬渡11-2

大海字黒瀬23-7

八束穂字天王1041-2

上平井字昭和970

日吉字上ノ風呂58

吉川字中山43-1

富岡字杉畑54-5

中宇利字坂44-8

長篠字丸井19-1

玖老勢字便福17

布里字栗峯20-5

上吉田字松沢5

大野字久羅下39

作手高里字縄手上20-1

  電　話

22-0045

22-0080

22-2306

22-0675

23-0547

22-0671

25-0038

22-0770

22-0741

22-3686

22-0705

26-0009

26-0120

32-0063

35-1020

36-0010

34-0014

32-1215

37-2731

　入園年齢

3歳～5歳児

6か月～5歳児

6か月～5歳児

6か月～5歳児

6か月～5歳児

1歳～5歳児

1歳～5歳児

6か月～5歳児

1歳～5歳児

1歳～5歳児

3歳～5歳児

1歳～5歳児

2歳～5歳児

6か月～5歳児

1歳～5歳児

3歳～5歳児

1歳～5歳児

1歳～5歳児

6か月～5歳児

　保育時間

7:30～17:00

7:30～18:00

7:30～19:00

7:30～19:00

7:30～18:00

7:30～19:00

7:30～17:00

7:30～18:00

7:30～19:00

7:30～18:00

7:30～17:00

7:30～19:00

7:30～18:00

7:30～19:00

7:30～18:00

7:30～17:00

7:30～17:00

7:30～18:00

7:30～18:00

土曜保育

-

-

7:30～19:00

7:30～19:00

-

-

-

-

-

-

-

-

-

△

-

-

-

-

△

長篠こども園

新城こども園
千郷東こども園 東郷中こども園

作手こども園
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３．こども園の保育料
○平日（月～金曜日）
　基本保育料　　8：30～15：00の基本保育時間にかかる月額の費用です。
　　　　　　　　※給食費も含まれています。
　延長保育料　　延長保育を利用する場合に、月額時間単価で基本保育料に加算します。
　　　　　　　　※午後の延長保育はおやつ代も含まれています。
○土曜日
　基本保育料　　8：30～15：00の基本保育時間にかかる月額の費用です。
　　　　　　　　※給食はありません。お弁当を持参いただきます。
　延長保育料　　延長保育を利用する場合に、月額時間単価で基本保育料に加算します。
　　　　　　　　※午後の延長保育はおやつ代も含まれています。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ1

Ｄ2

Ｄ3

Ｄ4

Ｄ5

Ｄ6

Ｄ7

0
（0）
1,600
（200）
4,500
（700）
7,800
（1,100）
10,700
（1,500）
14,300
（1,900）
20,400
（2,200）
24,900
（2,400）
26,800
（2,500）
28,100
（2,600）

0
（0）
900
（200）
2,700
（700）
4,400
（1,100）
5,800
（1,500）
7,500
（1,900）
8,500
（2,200）
9,400
（2,400）
9,700
（2,500）
10,000
（2,600）

0
（0）
900
（200）
2,700
（700）
4,400
（1,100）
5,800
（1,500）
7,000
（1,800）
8,000
（2,100）
8,600
（2,200）
8,600
（2,200）
8,600
（2,200）

0
（0）
400
（100）
1,200
（100）
2,100
（200）
2,900
（300）
3,900
（400）
5,600
（500）
6,900
（600）
7,400
（600）
7,700
（600）

0
（0）
300
（100）
1,000
（100）
1,700
（200）
2,200
（300）
2,900
（400）
3,300
（500）
3,700
（600）
3,800
（600）
3,900
（600）

0
（0）
300
（100）
1,000
（100）
1,700
（200）
2,200
（300）
2,700
（400）
3,100
（500）
3,300
（500）
3,300
（500）
3,300
（500）

非課税

0～2歳児 3歳児 4～5歳児 0～2歳児 3歳児 4～5歳児

非課税

10,000円未満

413,000円以上

10,000円以上
32,000円未満
32,000円以上
40,000円未満
40,000円以上
80,000円未満
80,000円以上
103,000円未満
103,000円以上
413,000円未満

基準年度
市町村民税額

基準年分
所得税額

基本保育料［月額］
（延長保育料［時間月額］）

基本保育料［月額］
（延長保育料［時間月額］）

平日保育

生活保護世帯等

市町村民税非課税

市町村民税課税

-

-

-

-

-

-

-

土曜保育
階
層
区
分

【保育料徴収額表】 単位：円

４．入園申込受付

※保育料の（　）は、延長保育1時間当たりの月額であり、延長保育の利用時間数を乗じた額を加算します。
※県制度の0～2歳児に対する第三子無料化措置や、2人以上の入園の場合、保護者の所得階層の確認などについては、
　直接こども未来課へお問い合せください。

◎入園受付の日程で申し込みができない場合は、12月17日㈪から21日㈮までの間に、第1希望の園または
　こども未来課へ事前にご連絡の上、お越しください。（新規入園希望の場合は、必ずお子さんを同伴してください。）

11/21㈬
11/29㈭

12/3㈪

12/4㈫

12/5㈬

12/6㈭

月　　日 時　　間 会　　場 月　　日 時　　間 会　　場

11/22㈭

11/26㈪

11/27㈫

11/28㈬

9:30～11:00

14:30～15:30

 9:30～11:30

13:30～15:00

 9:30～11:30

13:30～15:00

10:00～11:30

14:30～15:30

 9:30～11:30

 9:30～11:30

 9:30～11:30

14:30～15:30

 9:30～11:30

13:30～15:00

 9:30～11:30

13:30～15:00

 9:30～11:30

14:00～15:00

宇利保育園

山吉田保育園

中央保育園

東郷東保育園

長篠保育園

大野保育園

作手保育園

鳳来西保育園

千郷東保育園

東郷西保育園

城北保育園

鳳来保育園

千郷西保育園

千郷中保育園

八名幼稚園

東郷中保育園

新城幼稚園

東部保育園
※吉川保育園含む

新庁舎基本設計方針について

『市民 まち 未来』が見える新城型庁舎の実現にむけて
ひ　  と

　新庁舎建設の基本的な考え方である土地利用や建物の配置など、新庁舎基本設計方針を
ご説明します。

　基本設計では、新庁舎のスペースをその機能面から「市民スペース」「議会スペース」「執務スペース」
の３つに大きく分け、実際の利用者の意向を取り入れることが重要であるとの考えから、「市民スペース」
については市民、「議会スペース」については市議会議員のご意見を聴いて設計をします。庁舎の規模（延
床面積など）については、この設計の中での積み上げにより決定します。
　「市民スペース」に対する市民の意見として、10月27日㈯、社団法人新城青年会議所が企画運営をする
新庁舎デザインワークショップの参加市民から市長へ図面による提言がありました。この市民提言図面に
基づく「市民スペース」の考え方は、設計の中で新庁舎の１階・２階に反映していく計画です。
　皆さんがよく利用される窓口、福祉関係などの部署は１階に集約して、分かりやすく短時間に用件を済
ませていただけるよう計画していきます。

　皆さんに向けて、庁舎の規模やレイアウトなど、基本設計概要を説明します。
　12月下旬の開催を予定していますが、日時、会場など詳細についてはあらためてお知らせします。

契約検査課  　　23‐7614TEL問 本

　現本庁舎側敷地と市民体育館
側敷地、さらにこれら敷地に挟
まれた市道東新町桜淵線部分を
合わせた土地を一体的な敷地と
して利用する計画です。この計
画では、新たに敷地とする市道
東新町桜淵線部分は付け替え、
文化会館前交差点に結ぶ市道を
新たに整備することとしていま
す。
　新庁舎は、市民体育館側敷地
に建設し、その姿は大手門通り

から正面に眺めることができます。また、来庁者駐車場は、現本庁舎側敷地と新庁舎の南側に配置し、自
家用車でスムーズに来庁できるよう可能な限り駐車台数を確保する計画です。

土地利用計画

建物配置計画

基本設計概要市民説明

市道入船線

第１駐車場

第２駐車場

※継続審議中

第３駐車場
市
道
東
新
町
桜
淵
線

市
道
西
入
船
東
入
船
2
号
線

(3F)

(5F)
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３．職員の勤務時間・そのほかの勤務条件の状況

（１）標準的な勤務時間（病院、消防などの交替・変則勤務体制の職場を除く）
　　　１日の勤務時間：７時間45分
　　　勤　務　時　間：午前８時30分～正午、午後１時～５時15分
　　　１週の勤務時間：月曜日から金曜日までの38時間45分
　　　週　　休　　日：土・日曜日（ほかに国民の休日、年末年始も休日となります）

（２）年次有給休暇の取得の状況

総付与日数

16,126日

消化率

20.3％

平均取得日数

7.4日

全対象職員数

446人

総取得日数

3,280日

（３）行政職の級別職員数の状況（平成24年4月1日現在）

（４）職員の手当の状況（平成23年度普通会計決算）

※６級の課長職には、副部長を含む

※ほかに初任給調整手当、単身赴任手当、休日勤務手当、夜間勤務手当、宿日直手当、
　管理職員特別勤務手当などがあります。

※全対象職員数：非現業の一般職に属する職員のうち市長部局に勤務する職員

１級

55

16.2

計

339

100.0

７級

部長

12

3.5

６級

課長

56

16.5

５級

副課長

40

11.8

４級

係長・主査

60

17.7

３級

主任

71

21.0

２級

45

13.3

職務内容

職員数（人）

構成比（％）

主事・技師

管理または監督の地位にある職員（副課長相当職以上）に
37,700円～75,200円（一般事務職）を支給

種　類 内　　容（月額）

時間外勤務手当

通勤手当

住居手当

扶養手当

管理職手当

退職手当

特殊勤務手当

期末手当
勤勉手当

570,112円

228,595円

260,313円

78,445円

197,789円

41,482円

18,500,382円

（医療職などを除く）

1,171,364円

支給職員1人当たり
平均支給年額

扶養親族のある職員に支給
●配偶者（13,000円）　　●そのほか（1人6,500円）
●15歳～22歳までの子（各5,000円加算）

12,000円を超える家賃を支払っている職員には
最高27,000円を支給

片道2キロメートル以上の場合に、通勤距離に応じて
2,000円～24,500円を支給

著しく困難、危険、不快、不健康な業務に従事した職員に支給

勤務年数および在職中の貢献度に応じて支給

正規の勤務時間（週38時間45分）以外の時間に勤務することを
命ぜられた職員（管理職手当を支給されている職員を除く）に
勤務時間に応じて支給

6月期、12月期の年2回に分けて支給
　　 6月期　1.90月分（期末1.225月分、勤勉0.675月分）
　　12月期　2.05月分（期末1.375月分、勤勉0.675月分）

人事行政の運営などの状況〔概要版〕を公表します
TEL人事課　　23‐7619問 本

平成23年度人事行政の運営などの状況を公表します。
なお、紙面の都合により〔概要版〕を掲載しますので、詳しくは市ホームページでご確認ください。

１．職員の任免および職員数に関する状況

２．職員の給与の状況

職員の採用・退職の状況（平成23年度）※教育長は含まない　　　単位：人

（１）人件費の状況（平成23年度普通会計決算）

（２）職員の初任給などの状況（平成24年4月1日現在）

定年：60歳（医師は65歳）　勧奨：定年前の早期退職　※再任用職員は、１人を除いて短時間勤務
※対象期間：（退職）平成23年4月1日～平成24年3月31日、（採用）平成23年4年2日～平成24年4月1日
※再任用職員とは、定年などで退職した60歳代前半の者のうち公務内で働く意欲と能力があり、
　その知識・経験を活用していただくため再び採用された職員です。

退　　　職 【参考】職員数の増減

定　年

８

１

２

１

５

17

採　用
勧　奨

10

10

計

21

６

３

７

５

42

13

H24.4.1

385

122

128

224

39

898

14

H24ーH19

△30

△7

12

△19

△35

△79

14

H19.4.1

415

129

116

243

74

977

0

30

６

11

11

58

９

自己都合など

３

５

１

６

15

13

事 務 職

保育・教諭職

消 防 職

医 療 職

技能労務職

合 計

再任用職員

初　任　給

172,200円

140,100円
行政職

大学卒

高校卒

経験年数10年

255,600円

229,300円

経験年数15年

317,100円

265,200円

経験年数20年

355,200円

320,300円

行政職平均

322,504円

住民基本台帳人口

50,013人

人件費率（Ｂ/Ａ）

23.7％

人 件 費（Ｂ）

49億9561万円

実質収支

10億6719万円

歳 出 額（Ａ）

210億7175万円新城市
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NEWS SPOTニューススポット

人
権
週
間　

12
月
４
日
㈫
〜
10
日
㈪

TEL

市
民
保
険
課
　　
23
‐
7
6
2
8

問
本

TEL

地
域
振
興
課
　　
32
‐
1
9
8
3

鳳

TEL

地
域
振
興
課
　　
37
‐
2
2
7
9

作

TELTELTELTELTELTEL TEL TEL TEL TEL TEL TEL

　
世
界
人
権
宣
言
は
、
昭
和
23
年
12

月
10
日
に
国
際
連
合
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
12
月
10
日

を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
、
加
盟
国

に
対
し
、
人
権
擁
護
活
動
を
推
進
す

る
た
め
の
各
種
行
事
を
実
施
す
る
よ

う
要
請
し
て
い
ま
す
。

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
関
係
機
関
な
ど
の
協
力

を
得
て
、「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と

す
る
１
週
間
を「
人
権
週
間
」と
定
め
、

世
界
人
権
宣
言
の
意
義
を
訴
え
る
と

と
も
に
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚

に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
年
も
「
第
64
回
人
権
週
間
」
と

し
て
次
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
各
種
啓

発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
啓
発
活
動
重
点
目
標

み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀

〜
考
え
よ
う　
相
手
の
気
持
ち

　
育
て
よ
う　
思
い
や
り
の
心
〜

　人権擁護委員を務めてい
る井原　昭委員に、長年の
人権擁護委員としての功績
により、10月2日㈫法務大
臣表彰が贈られました。

特
設
相
談

新
城
地
区

12
月
11
日
㈫

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

市
民
体
育
館

作
手
地
区

12
月
11
日
㈫

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

作
手
開
発
セ
ン
タ
ー

鳳
来
地
区

12
月
19
日
㈬

午
後
１
時
〜
４
時

鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

時所時所時所

い  

は
ら　
　
　
　

あ
き
ら

い
ま
い
ず
み　
　

 

ま
さ 

こ

う
め 

お
か　
　
　

よ
し 

こ

か  

と
う　
　

 

せ
つ 

こ

こ
ば
や
し　
　
　
　

か
お
る

む
く 

の
き 

し
げ  

た  

ろ
う

す
ず  

き　
　
　

 

み
き  

お

か
ど
ば
や
し　
　

つ
ね 

の
り

か
き 

は
ら

い
ま
い
ず
み

た
け  

だ　
　
　

 

よ
う 

こ

さ
い 

と
う　
　

  

ま
さ 

み
ち

人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

　
市
に
は
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
人

権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。
人

権
侵
害
と
感
じ
た
場
合
の
身
近
な
相

談
相
手
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

新
城
地
区

井
原　
　
昭　
　
23
‐
０
９
２
０

今
泉　
正
子　
　
22
‐
２
７
７
６

梅
岡　
良
子　
　
22
‐
２
１
４
４

加
藤　
節
子　
　
23
‐
７
９
２
１

小
林　
　
薫　
　
25
‐
０
０
９
４

椋
木
繁
太
郎　
　
23
‐
４
５
４
６

鳳
来
地
区

鈴
木　
幹
雄　
　
32
‐
１
２
０
６

門
林　
恒
憲　
　
35
‐
０
１
３
５

柹
原
さ
よ
子　
　
32
‐
２
６
６
５

今
泉
し
げ
み　
　
35
‐
１
１
３
９

作
手
地
区

竹
田　
洋
子　
　
38
‐
１
２
５
８

齊
藤　
政
道　
　
38
‐
１
３
６
１

※
敬
称
略

法務大臣表彰

い  はら　　 あきら

も
り　
　

 

て
つ 

じ
ょ
う

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

　
森　
哲
成
氏
の
退
任
に
伴
い
、

新
た
に
椋
木
繁
太
郎
氏
（
新
城
・

庭
野
）
が
法
務
大
臣
か
ら
人
権

擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
　
人
権
擁
護
委
員
は
、
全
国
の

市
町
村
に
配
置
さ
れ
、
常
に
自

由
人
権
思
想
の
普
及
と
高
揚
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
国
民
の
基

本
的
人
権
が
侵
犯
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
監
視
し
、
も
し

こ
れ
が
侵
犯
さ
れ
た
場
合
は
、

そ
の
救
済
の
た
め
、
速
や
か
に

適
切
な
処
置
を
と
る
こ
と
が
使

命
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

む
く 

の
き 

し
げ  

た  

ろ
う

椋木繁太郎氏
　23‐4546TEL

NEWS SPOT ニューススポット

事
業
者
向
け
融
資
制
度
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

TEL

商
工
課
　　
23
‐
7
6
3
4

問
本

市
信
用
保
証
料
補
助
金

小
規
模
企
業
等
振
興
資
金
の
小
口
資
金
融
資
で
借
り
入
れ
を
し
た
場
合
、
支
払
っ
た
信
用
保
証
料
の
１
／
２
（
1
0
0
円
未
満
切
り
捨
て
）
を
補
助
し
ま
す
。
た
だ
し
、
上
限
は
10

万
円
で
す
。
補
助
申
請
は
信
用
保
証
料
納
付
日
か
ら
15
日
以
内
に
商
工
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

市
短
期
特
別
小
口
資
金
融
資
で
借
り
入
れ
を
し
た
場
合
、
当
該
融
資
に
係
る
利
子
を
含
め
た
額
を
取
引
金
融
機
関
へ
完
済
し
た
後
、
正
規
の
利
子
相
当
額
の
１
／
２
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
申
請
は
返
済
完
了
日
か
ら
30
日
以
内
に
商
工
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

市
短
期
特
別
小
口
資
金

利
子
補
給
補
助
金

　
市
で
は
、
中
小
企
業
者
の
方
へ
さ
ま
ざ
ま
な
融
資
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
融
資
制
度
以
外
に
も
県
の
融
資
制
度
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
愛
知
県
信
用
保
証
協
会 

東
三
河
支
店
（　
０
５
３
２
‐
５
７
‐
５
６
１
１
）
ま
た
は
最
寄
り
の
金
融

機
関
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
者
の
方
へ
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

TEL

融
資
制
度

小
規
模
企
業
等

振
興
資
金
融
資
制
度

通
常
資
金
（
振
）

５
，
０
０
０
万
円
以
内
運
転　
７
年
以
内

設
備　
７
年
以
内

３
年
以
内　
１
・
６
％

５
年
以
内　
１
・
７
％

７
年
以
内　
１
・
８
％

３
年
以
内　
１
・
４
％

５
年
以
内　
１
・
５
％

７
年
以
内　
１
・
６
％

１
・
６
％

１
・
８
％

運
転　
７
年
以
内

設
備　
７
年
以
内

運
転　
1
年
以
内

設
備　
1
年
以
内

運
転　
７
年
以
内

設
備　
７
年
以
内

１
，
２
５
０
万
円
以
内

（
協
会
保
証
残
含
む
）

５
０
０
万
円
以
内

7
5
０
万
円
以
内

市
内
に
事
業
所
が
あ
る
従
業
員
50
人

（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
30
人
）
以
下

の
個
人
・
法
人
・
企
業
組
合

市
内
に
事
業
所
が
あ
る
従
業
員
20
人

（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
５
人
）
以
下

の
個
人
・
法
人
・
企
業
組
合

市
内
に
事
業
所
が
あ
る
従
業
員
20
人

（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
５
人
）
以
下

の
個
人
・
法
人
・
企
業
組
合

【
起
業
者
支
援
資
金
】
市
内
に
従
業
員
20
人

（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
５
人
）
以
下

で
新
規
開
業
し
よ
う
と
す
る
方

【
事
業
転
換
支
援
資
金
】
市
内
に
従
業
員
50
人

（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
30
人
）
以
下

で
事
業
転
換
し
よ
う
と
す
る
方

小
規
模
企
業
等

振
興
資
金
融
資
制
度

小
口
資
金
（
振
小
）

市
短
期
特
別
小
口

資
金
融
資
制
度

市
起
業
者
支
援

資
金
融
資
制
度

融
資
対
象

融
資
金
額

資
金
使
途
・
融
資
期
間

年
利
率

担
保
・
保
証
人

備　
　
考

原
則
不
要
・
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
必
要
な
許
可
な
ど
を
取
得
し
て
い
る
こ
と

・
据
置
１
年
が
可
能
な
分
割
返
済

・
保
証
協
会
へ
の
保
証
料
が
必
要

・
事
業
を
適
法
に
営
ん
で
い
る
こ
と

・
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
必
要
な
許
可
な
ど
を
取
得
し
て
い
る
こ
と

・
保
証
協
会
へ
の
保
証
料
が
必
要

・
事
業
を
適
法
に
営
ん
で
い
る
こ
と

・
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
市
内
に
居
住
し
、
市
内
で
継
続
し
て
３
年
以

　
上
同
一
事
業
を
営
ん
で
い
る
方

・
現
行
事
業
の
３
分
の
１
以
上
廃
止
し
、
転
換

　
後
事
業
が
主
力
と
な
る
方

・
開
業
ま
で
に
許
可
な
ど
を
取
得
し
て
い
る
こ
と

・
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
市
内
に
居
住
し
、
市
内
で
新
規
開
業
す
る
満

　
年
齢
25
歳
以
上
の
方

・
開
業
ま
で
に
許
可
な
ど
を
取
得
し
て
い
る
こ
と

原
則
不
要

原
則
不
要

原
則
要
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※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

広
告

会社・ＮＰＯ・公益法人／補助金・助成金／入国管理／成年後見制度
建設業・飲食業等営業許可／農地法手続き／内容証明／離婚

鈴木達也行政書士事務所　☎0536-22-4175ふれあい相続後見センター

遺言／相続／後見

★預貯金がおろせない、不動産の名義が変えれない、
　遺産分割協議でもめそうだ☆ 【初回相談無料】

★このままでは死ねない！
57％←遺言は必要だと思うが
つい先送りにしている人がこんなにいます。
→あなたは大丈夫？

広
告

催
し・行
事

新城歌舞伎

em Eメール

時 日時・期間 所 場所・会場 集 集合場所

応 応募方法 〆 締め切り
持 持ち物

￥ 費用・会費
hp ホームページ

講 講師・指導 定 募集人員

他 そのほか
作手総合支所作 消防本部消鳳来総合支所鳳本庁本

対 対象・資格

申 申し込み先 問 問い合わせ

内 内容
省略文字の見方

お知らせ
Information

広
告

　市内各地で連綿と受け継がれてきた村
歌舞伎。市無形民俗文化財でもある村歌
舞伎が文化会館で一堂に会します。
　25回を迎える定期公演で、プロ顔負
けの芝居をご覧ください。
12月２日㈰
開演　午前10時30分
文化会館大ホール
口上（作手若芽会）

一、弁天娘女男白浪‐浜松屋見世先の場
（鳥原歌舞伎）

二、弁天娘女男白浪‐稲瀬川勢揃いの場
（新城若鮎歌舞伎）

三、菅原伝授手習鑑‐吉田社頭車曳きの場
（作手子供歌舞伎）

四、戦国天正合戦絵巻　長篠・設楽原戦
　記‐三河武士強右衛門磔の場

　（ささゆり歌舞伎）
五、鬼一法眼三略の巻‐今出川菊畑の場
（山乃手歌舞伎）

　全席自由
　一般　　　　1,000円
　高校生以下　500円
※未就学児は無料

￥

時

内

所

れ ん め ん

　
　
文
化
課

　
　
　
23
‐
7
6
5
5

　
郷
土
の
歴
史
を
一
緒
に
楽
し
く

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

12
月
15
日
㈯

午
後
２
時

設
楽
原
歴
史
資
料
館

　
22
‐
０
６
７
３

土
居
佳
治
氏

「
大
型
獣
」

３
０
０
円
（
資
料
代
）

　
　
生
涯
学
習
課

　
　
　
23
‐
7
6
5
4

　
秋
の
特
別
展
に
引
き
続
き
、
冬

の
特
別
展
を
行
い
ま
す
。

　
「
竹
細
工
工
房
」
の
牧
野
春
男

さ
ん
が
作
っ
た
、
竹
細
工
の
Ｓ
Ｌ

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
11
月
20
日
㈫
〜
12
月
20
日
㈭

　
新
城
図
書
館

　
無
料

冬
の
特
別
展

「
川
原
の
石
こ
ろ
で
遊
ぶ
」

　　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　
35
‐
1
0
0
1

３
月
31
日
㈰
ま
で

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

郷
土
を
流
れ
る
豊
川
の
石
こ
ろ

は
、
色
も
形
も
非
常
に
変
化
に

富
ん
で
い
て
、
川
原
で
一
日
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
上
流

の
地
質
に
思
い
を
は
せ
た
り
、

石
で
遊
ん
だ
り
、
川
原
の
石
の

楽
し
み
方
を
紹
介
し
ま
す
。

大
人　
　
　
　
　
　
２
１
０
円

小
・
中
学
生　
　
　
１
０
０
円

※
通
常
入
館
料
で
見
学
で
き
ま
す
。

※
ほ
の
国
パ
ス
ポ
ー
ト
使
え
ま
す
。

時所内￥ 問
TEL

つ
く
で
の
森
の
音
楽
祭
２
０
１
２

「
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
　
　

　
　
文
化
課

　
　
　
23
‐
7
6
5
5

〜
冬
の
日
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
＆
ジ
ャ

　
ズ
で
Ｈ
Ｏ
Ｔ
し
ま
し
ょ
〜

　
「
ハ
ー
ト
ｔ
ｏ
ハ
ー
ト
」
心
の

こ
も
っ
た
手
作
り
コ
ン
サ
ー
ト
を

あ
な
た
に
…
つ
い
に
最
終
回
で
す
。

12
月
15
日
㈯

午
後
２
時

市
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー

（
鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場
内
）

大
人　
　
　
　

  

２
，０
０
０
円

小
・
中
学
生　

  
１
，０
０
０
円

出
演か

と
う
え
い
子
（
ボ
ー
カ
ル
）

伊
藤
昌
司
（
ピ
ア
ノ
）

時所￥
い 

と
う
ま
さ 

し

問
本

TEL

再発見！

79

　
冨
賀
寺
は
高
野
山
真
言
宗
に

属
す
る
蜜
教
寺
院
で
、
寺
伝
に

よ
れ
ば
大
宝
元
年
（
７
０
１
）

に
行
基
菩
薩
に
よ
っ
て
創
建
さ

れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
派

手
さ
は
な
く
て
も
、
見
ど
こ
ろ

が
満
載
な
場
所
で
も
あ
り
ま

す
。
　
庭
園
は
市
の
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
、
正
面
に
三
尊
石

を
配
し
、
な
だ
ら
か
な
築
山
と

木
杭
で
区
切
ら
れ
た
水
辺
の
線

が
全
体
と
し
て
優
雅
な
趣
を
表

し
て
い
ま
す
。
滝
の
石
組
が
特

に
美
し
く
、
本
堂
が
見
え
隠
れ

す
る
杉
並
木
を
借
景
に
し
て
お

り
、
心
落
ち
着
く
池
泉
式
庭
園

で
す
。

　
冨
賀
寺
の
参
道
か
ら
本
堂
周

辺
は
秋
に
な
る
と
紅
葉
で
彩
ら

れ
ま
す
。
境
内
の
西
側
は
小
高

い
山
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
午

後
に
な
る
と
本
堂
周
辺
が
日
陰

と
な
る
た
め
、
紅
葉
を
楽
し
む

な
ら
午
前
中
が
お
薦
め
で
す
。

　

毎
年
、
11
月
３
日
前
後
に

は
、「
三
千
仏
名
宝
塔
図
」（
室

町
時
代
／
作
者
不
明
）
が
拝
観

で
き
ま
す
。
十
三
重
の
塔
と
光

背
を
描
い
た
文
字
絵
で
、
塔
は

三
千
の
仏
様
の
名
前
で
で
き
て

お
り
、
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な

文
字
の
配
列
、
下
段
に
集
ま
っ

て
い
る
僧
俗
、
鬼
神
な
ど
の
ゆ

た
か
な
表
情
に
な
み
な
み
な
ら

ぬ
技
術
の
高
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
三
千
仏
名
宝
塔
図
は
、

冨
賀
寺
の
寺
宝
と
し
て
大
切
に

保
管
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、

江
戸
時
代
に
一
時
盗
難
に
遭

い
、
金
三
千
両
で
江
戸
の
天
徳

寺
に
売
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
の

住
職
宣
雅
は
寺
社
奉
行
に
訴

え
、
あ
れ
こ
れ
苦
労
し
た
末
、

よ
う
や
く
取
り
戻
す
こ
と
が
で

き
た
と
、
冨
賀
寺
の
文
書
に
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
ま
ち
の
文
化
財
・
施
設
紹
介

市
指
定
文
化
財

冨
賀
寺
の
庭
園

文
化
課
　
　
23
‐
7
6
5
5

問
本

TEL

ふ  

か  

じみ
っ
き
ょ
う

の
ぶ 

ま
さ

さ
ん
ぜ
ん
ぶ
つ
み
ょ
う
ほ
う
と
う 

ず

ぎ
ょ
う
き     

ぼ   

さ
つ

さ
ん 

ぞ
ん 

せ
き

つ
き 

や
ま

し
ゃ
っ
け
い

（
昭
和
61
年
６
月
６
日
指
定
） 

重
要
文
化
財

三
千
仏
名
宝
塔
図

（
平
成
６
年
６
月
28
日
指
定
）

　
　
地
域
振
興
課

　
　
　
32
‐
0
5
1
3

　
地
域
を
愛
す
る
会
員
が
、
鳳
来

寺
や
そ
の
周
辺
の
風
物
な
ど
を
描

い
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　
墨
が
生
み
出
す
豊
か
な
表
現
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

12
月
１
日
㈯
〜
27
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

観
来
館
（
鳳
来
寺
山　
表
参
道

入
口
）

休
館
日
は
12
月
29
日
㈯
〜
平
成

25
年
１
月
３
日
㈭
お
よ
び
月
・

火
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
次
の

平
日
）

香
墨
会
水
墨
画
作
品
展

み
に
こ
ん
か
ん

か 

ぼ
く 

か
い

問
鳳

TEL

時所他

文化課　　23‐7655問 本 TEL

郷
土
研
究
会
月
例
会

募
集

　
　
　
学
校
教
育
課

　
　
　
　
23
‐
7
6
5
2

　

教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
の

小
・
中
学
校
で
講
師
と
し
て
勤
務

し
た
い
方
の
登
録
を
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
登
録
を
希
望
す
る

方
は
、
学
校
教
育
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

小
学
校
教
員
免
許
ま
た
は
中
学

校
教
員
免
許
を
所
有
の
方

　
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　
　
35
‐
1
0
0
1

　hri-hakubutukan1@

　city.shinshiro.lg.jp

12
月
2
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

鳳
来
寺
山

博
物
館

50
人

大
人　
　
　
　
　
　
５
０
０
円

小
・
中
学
生　
　
　
３
０
０
円

筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物

野
外
活
動
が
で
き
る
服
装

講 時所￥
ど　

い　
け
い  

じ

問
本

TEL
TELま

ち
な
か
博
物
館
特
別
展

時所￥ 問
本

TEL

ま
き  

の  

は
る  

お

市
内
小
・
中
学
校
に

勤
務
す
る
講
師
の
募
集

対
問
本

申

TEL

自
然
を
た
の
し
く
学
ぶ
野
外
学
習
会

「
鳳
来
寺
山
の
地
質
見
学
」

持他 ￥ 定 時所集
問
申

TEL

em



　
　
議
事
調
査
課

　
　
　
23
‐
7
6
5
7

　
市
議
会
12
月
定
例
会
の
様
子
を

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
し
ま

す
。

放
送
日
時

12
月
６
日
㈭　
一
般
質
問

12
月
７
日
㈮　
一
般
質
問

12
月
10
日
㈪　
一
般
質
問
（
予

備
日
）

　
い
ず
れ
の
日
も
午
前
10
時
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
終
了
時
刻
は
、
議

事
の
都
合
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル

　
デ
ジ
タ
ル
放
送
12
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
年
齢
を
ご
記
入
く
だ
さ

い
。

郵
送
先

〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

（
住
所
の
記
入
不
要
）

新
城
市
役
所
情
報
シ
ス
テ
ム
課

「
市
民
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係

　
　
こ
ど
も
未
来
課

　
　
　
23
‐
7
6
2
2

　
　
地
域
振
興
課

　
　
　
32
‐
1
9
8
2

　
　
地
域
振
興
課

　
　
　
37
‐
2
2
7
9

　

児
童
扶
養
手
当
（
８
〜
11
月

分
）
を
12
月
10
日
㈪
に
振
り
込
み

ま
す
。
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
振

込
口
座
へ
の
入
金
を
お
確
か
め
く

だ
さ
い
。

※
転
居
・
転
出
な
ど
の
際
は
、
こ

ど
も
未
来
課
ま
た
は
鳳
来
・
作

手
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
へ

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
消
防
署
救
急
担
当

　
　
　
　
22
‐
1
1
1
9

　
急
病
や
交
通
事
故
な
ど
各
種
の

救
急
事
案
が
発
生
し
た
時
、
救
急

隊
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の

間
、
そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人
に

よ
っ
て
適
切
な
「
応
急
手
当
」
が

速
や
か
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
傷
病
者
が
救
命
さ
れ
る
可
能

性
が
一
層
高
く
な
る
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。　
　
　

　
こ
の
機
会
に
、
応
急
手
当
に
関

す
る
正
し
い
知
識
と
技
術
を
身
に

つ
け
る
た
め
に
救
命
講
習
を
受
講

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

12
月
2
日
㈰

午
前
９
時
〜
正
午

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
成
人
に
対
す

る
心
肺
蘇
生
法
・
止
血
法
・
異

物
除
去
法

中
学
生
以
上

20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り　

無
料

筆
記
用
具
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※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

広
告

広
告

　
　
　
情
報
シ
ス
テ
ム
課

　
　
　
　
23
‐
7
6
1
2

　
　
　
　
23
‐
2
0
0
2

　joho@
city.shinshiro.lg.jp

　
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
て
み
よ
う
と

し
て
い
る
方
、
初
め
て
パ
ソ
コ
ン

を
触
る
方
を
対
象
に
、
電
源
の
入

れ
方
や
基
本
操
作
、
簡
単
な
文
書

作
成
な
ど
を
や
さ
し
く
、
丁
寧
に

お
教
え
し
ま
す
。

12
月
22
日
㈯　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
12
時
30
分

新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳

以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

12
人

※
少
人
数
の
場
合
は
、
次
回
の
ご

案
内
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

テ
キ
ス
ト
代　

  

１
，０
５
０
円

申
込
期
間　

11
月
20
日
㈫
〜
12
月
７
日
㈮

em

山びこの丘 〒441－1945　新城市玖老勢字新井9
☎（0536）35-1191   ホームページﾞ　http://www.sanyurin.jp/yamabiko

忘・新年会は山びこの丘で!!

※すべてのプランは、宴会料理・朝食付・税込み
　・飲み物代別・1室3名様以上のお１人様の料金となります。

季節のお料理コース 7,800円～

奥三河の幸 食べつくしコース 8,500円～

ふぐ会席コース 9,500円～

得 !々 秋冬プラン

Informationお知らせ ●催し・行事 ●募集 ●手当て ●そのほか
Informationお知らせ●催し・行事 ●募集 ●手当て ●そのほか

市
民
パ
ソ
コ
ン
塾

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

児
童
扶
養
手
当
の
振
り
込
み

内 所所所 時時時

￥ 所 時対定

市
民
病
院
職
員
募
集

手
当
て

議
会
中
継
放
送
を
行
い
ま
す

そ
の
ほ
か

問
本

TEL
鳳

TEL
作

TEL

採
用
条
件

試
験
を
行
い
、
合
格
者
は
３
カ

月
間（
平
成
25
年
４
月
〜
６
月
）

の
試
行
期
間
（
臨
時
職
員
）
の

評
価
に
よ
り
正
規
採
用
と
し
ま

す
。（
平
成
25
年
７
月
１
日
採

用
予
定
）

募
集
要
項
・
試
験
申
込
書
の
配
布

11
月
19
日
㈪
か
ら

市
民
病
院
総
務
課

申
込
受
付
期
間
・
受
付
場
所

12
月
３
日
㈪
〜
25
日
㈫

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

市
民
病
院
総
務
課

試
験平

成
25
年
１
月
17
日
㈭

市
民
病
院

作
文
、
面
接
、
適
性
検
査

※
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

TEL

問
申

市
民
病
院
総
務
課
　
　
23
‐
7
8
5
2

職
種
な
ど

理
学
療
法
士

臨
床
工
学
技
士

社
会
福
祉
士

人
員

受
験
資
格

３
人

１
人

１
人

昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、
理
学
療
法
士
の
免
許
を
有
す

る
方
ま
た
は
平
成
25
年
３
月
に
免

許
取
得
見
込
み
の
方

昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、
臨
床
工
学
技
士
の
免
許
を
有

す
る
方
ま
た
は
平
成
25
年
３
月
に

免
許
取
得
見
込
み
の
方

昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、
社
会
福
祉
士
の
免
許
を
有
す

る
方
ま
た
は
平
成
25
年
３
月
に
免

許
取
得
見
込
み
の
方

医
事
事
務
職
員

１
人

昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、
病
床
数
2
0
0
床
以
上
の
病

院
に
お
い
て
５
年
以
上
診
療
報
酬

な
ど
請
求
事
務
を
主
と
し
た
医
療

事
務
の
経
験
を
有
す
る
方

診
療
情
報
管
理
士
、
医
療
情
報
技

師
、
ま
た
は
診
療
報
酬
請
求
事
務

能
力
認
定
試
験
の
合
格
者
が
望
ま

し
い

問
本

申

TELFAX

問
本

TEL

　
　
　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
23
‐
7
6
5
4

　
澄
み
切
っ
た
夜
空
に
輝
く
星
座

を
観
察
す
る
「
冬
の
星
空
観
察

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
大
人
の
方

だ
け
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
ご
家

族
、
お
友
だ
ち
と
一
緒
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

12
月
８
日
㈯

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

新
城
市
青
年
の
家

中
島
徹
英
氏
、
伊
丹
晴
生
氏

40
人
（
先
着
順
）

無
料　
　

生
涯
学
習
課
へ
直
接
ま
た
は
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

11
月
30
日
㈮

雨
天
や
曇
り
で
星
が
見
え
な
い

場
合
は
、
視
聴
覚
室
で
実
施
し

ま
す
。

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

「
冬
の
星
空
観
察
会
」

時所講定￥応他 〆

TEL

な
か 

じ
ま 

て
つ 

ひ
で

 

い  

た
み 

は
る  

お

問
申

本

時所 普
通
救
命
講
習
会
開
催
の
ご
案
内

問
申

消
TEL

内対定￥持

　
　
　
企
画
課

　
　
　
　
23
‐
7
6
2
1

〜
市
民
活
動
を
始
め
る
方
の
た
め

　
の
基
礎
講
座
〜

　
今
回
は
、「
新
城
に
あ
っ
た
懐
か

し
の
あ
の
味
を
復
活
さ
せ
た
い
」

と
い
う
市
民
の
思
い
を
形
に
し
て

い
く
と
い
う
設
定
で
、
市
民
活
動

の
掘
り
起
こ
し
方
、
整
理
の
仕

方
、
イ
ベ
ン
ト
プ
ラ
ン
の
作
成
方

法
な
ど
「
活
動
」
に
つ
な
げ
て
い

く
ま
で
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
形

式
で
学
び
ま
す
。

12
月
16
日
㈰

午
後
２
時
〜
４
時

ち
さ
と
館　
調
理
室　

山
本
拓
哉
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し

ん
し
ろ
ド
リ
ー
ム
荘
）

本
市
を
明
る
く
、
楽
し
く
す
る

た
め
に
何
か
面
白
い
こ
と
を
考

え
て
い
る
方

人
の
役
に
立
つ
活
動
を
や
っ
て

み
た
い
方

団
体
の
立
ち
上
げ
や
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
方
法
な
ど
、
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
か
分
か
ら
な
い
方
な
ど

30
人

※
参
加
希
望
の
方
は
事
前
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

無
料

市
民
活
動
講
座

平
成
24
年
度

所講内 時￥ 定
問
本

申

TEL

や
ま 

も
と 

た
く  

や

AED



　いじめを受けて引きこ
もりになった青年が、認
知症を患った祖母と取り
組んだ米作りを通じて成
長していく姿を描いてい
ます。元気がもらえて感
動できる物語です。

　友だちが死んだのは自
分のせいだと責任を感じ、
死なせてと頼むブタ君に、
シニガミさんは、やさし
くさとします。前作に続
き、深く心にひびくステ
キな絵本です。

　12月28日㈮から平成25年1月3日㈭
までの間、休館します。本の返却は、
図書館玄関左手のブックポストまたは
鳳来・作手各総合支所にあるブックポ
ストへお願いします。

「生きるぼくら」

［開館時間］
［連日開館］
［貸出冊数］
［貸出券作成］

［ファックス貸出］

午前９時～午後８時
休館日は月末１日のみ
一人８冊まで（15日間）
鳳来・作手各総合支所で
交付の申請可。
後日自宅に郵送。
ファックスで申し込めば、
一度に３冊まで各総合支所
へ届けます。

「シニガミさん２」

おすすめ本と併せてご利用ください

絵本

おすすめ本の紹介

クリスマス・年始向けの本を特集します

年末年始の休館について

　12月13日㈭から27日㈭までを特別
貸出期間とします。期間中は一人15冊
まで3週間借りることができます。

年末年始特別貸出について

新城図書館のご案内

宮西達也 /作・絵　えほんの社
みやにしたつ  や

原田マハ / 著　徳間書店

新城図書館だより
　新城図書館　 23 - 2333 　24 - 3415問 FAXTEL
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管
を
地
住
居
は
た
ま
、
接
直
へ

経
を
所
定
安
業
職
共
公
る
す
轄

。
い
さ
だ
く
て
し
出
提
て
し
由

日
考
選

平
成
25

１
年

月
21

㈪
日所

定
安
業
職
共
公
　
　

　
　

校
発
開
力
能
業
職
者
害
障
知
愛　

　
　

‐
3
3
5
0

93

2
0
1
2
‐

平
成
25

１
年

月
22

㈮
日
８午

前
10

時
10
分

館
会
祉
福
者
害
障
市
橋
豊

得
習
を
礎
基
作
操
ン
コ
ソ
パ

者
持
所
帳
手
者
害
障15

人
12
月
19

㈬
日

問
TEL

校
門
専
術
技
等
高
河
三
東
　

　
　

‐
3
3
5
0

93

8
1
0
2
‐

格
資
募
応

有
を
力
学
の
度
程
業
卒
校
学
中す

る
30

平
（
下
以
歳

成
25

３
年

）
む
含
を
み
込
見
業
卒
月

員
定
集
募
・
間
期
・
科
練
訓

年
２
・
科
築
建
造
木

・
20
人

間
期
集
募

平
成
25

１
年

月
10

で
ま
㈭
日

校
門
専
術
技
等
高
を
書
願
校
入

課
全
安
災
防
　

署
察
警
城
新
　

 

　
　

22

0
1
1
0
‐

街
の
心
安
う
ろ
く
つ
で
な
ん
み

　
12

か
㈯
日
１
月

ら
20

で
ま
㈭
日

の
20

間
日

ち
ま
な
全
安
の
末
年
「

」
動
運
り
く
づ

。
す
ま
れ
わ
行
が

い
よ
み
住
で
全
安
い
な
の
罪
犯
　

分
自
「
は
に
る
く
つ
を
会
社
域
地

守
で
分
自
は
身
の

「」
る

の
者
罪
犯

の
ち
た
分
自
を
会
社
域
地
い
な
い

が
ち
持
気
う
い
と
」
る
く
つ
で
力

い
で
ん
住
が
ん
さ
皆
。
す
で
切
大

で
で
分
自
、
め
た
る
守
を
ち
ま
る

に
前
む
飲

 

保
確
ず
れ
忘

 

ド
ン
ハ

　
12

か
㈯
日
１
月

ら
10

で
ま
㈪
日

の
10

間
日

県
全
安
通
交
の
末
年
「

」
動
運
民

。
す
ま
れ
さ
施
実
が

故
事
な
惨
悲
る
よ
に
転
運
酒
飲
　

ま
ち
絶
を
後
が

。
ん
せ

転
運
酒
飲

　

故
事
大
重
、
は

悪
る
す
結
直
に

を
と
こ
る
あ
で
反
違
な
険
危
・
質

酒
は
転
運
酒
飲
「
し
識
認
く
し
正

犯
も
人
た
せ
ま
飲
、
も
人
む
飲
を

、
て
し
底
徹
を
と
こ
」
る
あ
で
罪

り
よ
だ
署
察
警
城
新

本

TEL

問応

時所内対定〆

練
訓
託
委
者
害
障
県

校
門
専
術
技
等
高
立
県平

成
25

）
程
課
通
普
（
度
年

集
募
生
練
訓

の
ら
か
関
機
種
各

せ
ら
知
お

TEL

申
問

申
問

課
工
商
　
　

　
　
　

23

4
3
6
7
‐

　
12
月
31

調
計
統
業
工
で
在
現
日

。
す
ま
し
施
実
を
査
　
12

成
平
ら
か
月

25

か
に
月
１
年

す
ま
い
伺
が
員
査
調
計
統
、
て
け

ま
し
い
願
お
を
力
協
ご
、
で
の

。
す

い
て
し
入
記
に
票
査
調
、
お
な
　

基
に
法
計
統
、
は
容
内
た
い
だ
た

の
す
ま
れ
さ
守
厳
が
密
秘
、
き
づ

ま
し
い
願
お
を
入
記
な
確
正
、
で

。
す

へ
ん
さ
皆
の
所
業
事
造
製

を
力
協
ご
に
査
調
計
統
業
工問

本
TELお知らせ

保健
お問い合わせ

新城保健センター　  23 - 8551
作手保健センター　  37 - 2839

　す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お
賞
受
動
運
０
２
０
８

　
　　

12
月
16

施
実
前
午
㈰
日

※

施
実
日
一
み
の
ん
が
乳

腺
立
前
・
ん
が
腸
大
・
ん
が
胃

　

ん
が
乳
・
ん
が
宮
子
・
ん
が

　※

40

は
診
検
ん
が
乳
の
方
の
代
歳

影
撮
ン
ゲ
ト
ン
レ
の
向
方
二

　※

ん
が
腺
立
前

は
50

男
の
上
以
歳

。
す
ま
り
な
に
象
対
が
性

　

　ん
が
胃

　

  　

 

円
０
０
０
，
１

ん
が
腸
大

　

　
　
　
　

円
０
０
３

円
０
０
５
　
　
　ん
が
腺
立
前

　

円
０
０
８

　
　
　
　ん
が
宮
子

　

円
０
０
３
，
１

　
　
　ん
が
乳

　

 

（
40

０
０
４
，
１

　代
歳

）
円

※

に
員
定
は
診
検
ん
が
乳
の
前
午

。
た
し
ま
し
達

　

※

て
し
を
約
予
接
直
へ
関
機
療
医

。
い
さ
だ
く
　

が
認
確
の
所
住
の
ど
な
証
険
保

　

の
も
る
き
で
　

　
　　

12

㈮
日
７
月

30
分

法
方
う
合
き
付
く
ま
う
と
人
他

　

生
先
浩
良
牧
石
　士
理
心
床
臨

　
　
　　

12
月
11

㈫
日

前
午

　

10

ど
な
習
実
理
調
、
動

　

不
に
活
生
で
ど
な
病
の
ろ
こ
こ

　

方
る
い
て
じ
感
を
安

　※

。
す
で
催
開
同
合
の
と
区
地
手
作

　
　　

12
月
12

㈬
日時

９
前
午

　

11
時

発
の
ん
さ
子
お
の
で
ま
前
学
就

　

心
て
い
つ
に
児
育
・
育
発
・
達

　

、
に
象
対
を
方
る
あ
が
と
こ
な
配

　

談
相
別
個
る
よ
に
員
談
相
理
心

　

 

「

動
運
０
２
０
８

」

、
は
「
80
歳

上
以

で
20

こ
つ
保
を
歯
の
上
以
本

。
す
ま
い
て
し
と
標
目
を
」
と

の
象
対
、
は
で
会
師
医
科
歯
県

　

、
度
年
今
。
す
ま
い
て
し
彰
表
を
方

ま
れ
さ
彰
表
が
々
方
の
次
は
で
市

。
す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お
。
た
し

室
教
康
健
の
ろ
こ
こ

室
教
帰
復
会
社

）
込
申
要
（

診
検
ん
が
団
集

）
込
申
要
（

診
検
ん
が
の
で
関
機
療
医

）
込
申
要
（

教 

室

談
相
理
心
児
幼

）
込
申
要
（

相 

談

検 

診
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ル
マ
イ
ニ
ル
マ
チ
ハ

》
略
称
敬
《

※

平
成
25

３
年

月
31

。
す
で
齢
年
の
で
日

）
山
杉
（

）
田
黒
（

）
谷
湯
（（

合
川
来
鳳

））
川
吉
（

）
永
富
（

）
西
紺
（（

合
川
来
鳳

））
井
平
（

）
老
海
（

）
向
橋
（

）
定
徳
（

）
山
杉
（

）
原
鳥
（

）
山
片
（（

西
篠
長

））
久
本
（

）
宮
大
（（

根
羽
赤

））
田
野
（

）
井
平
（（

平
出
今

）
81838281808180858280818181818180888282828181
歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
31303030302929282828272727272727262626262626
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本

治
寛

　合
河

か
た

　木
續

雄
政

　田
戸

光
正

　谷
赤

一
鶴

　澤
大

男
幸

　泉

　

吉
謙

　塲
馬

次
實

　本
山

夫
利

　田
柿

人
重
木
々
佐

夫
澄

　形
安

子
ま
つ
泉
今

　
　
　下
竹

江
静

　
　原

勝

　
　本
松

平
治

　村
梶

三
大

　木
鈴

子
恒

　泉

　

雄
藤

　下
竹

治
俊

　谷
南

子
代
喜
下
森

昇

　
　本
山

（

上
金
内

）

（

町
新
東

）

（

野
柳
黄

）

（

原
田
川

）

（

田
吉
上

））
訪
諏
（（

田
野
大

））
野
大
（

）
田
川
（

）
谷
門
（

）
島
湯
（

）
越
名
（

）
夫
善
（

）
山
杉
（

）
山
杉
（（

野
水
清
東

））
瀬
塩
（

）
海
大
（

）
海
大
（（

松
高
東

））
沢
富
（（

井
名
八

））
木
稲
（

）
木
稲
（（

町
新
東

））
海
大
（

8080808381818080828092818181818080809281858484818080
歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
2626262525252525242423232323232323232222212120202020
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本

子
士
富
向
酒

啓

　
　
　原

重
貞

　田
原

男
靜

　彦
安

子
す
や
藤
伊

男
一

　合
河

義
演

　橋
二

和
嶺

　部
宮

潤

　
　合
川

男
忠

　本
寺

重
八

　合
川

雄
幸

　谷
神

俊
金

　合
川

子
さ
み
谷
熊

義
幸

　藤
内

ゑ
じ
ふ
美
渥

平
林

　所
城

夫
秀

　納
久

男
定

　野
磯

子
ち
ま

　桂

子
愛

　子
金

　
　
　城
宮

保

　
　崎
塩

子
直

　藤
齋

子
和

　村
梶

子
幸

　沢
中

胃がん

検診科目 検 査 内 容 自己負担金 検 診 期 間 実 施 医 療 機 関

子宮がん

乳がん

バリウムによる検査

新城地区 今泉病院・髙木内科医院・ちさと医院・茶臼山厚生
病院・のだクリニック・むらまつ内科・市民病院

静巌堂医院・ながしのクリニック
星野病院・宮本病院

作手診療所
荻野医院・市民病院

市民病院

鳳来地区

作手地区

いずれも
1,000円

12月22日㈯
　　　　まで

いずれも
平成25年
3月30日㈯まで

1,000円
（40歳代の方は　
　　　   1,100円）

子宮頸部の細胞診

マンモグラフィ・視触診
（40歳代の方は二方向の
　　　　 レントゲン撮影）

時内講
所
申時内対

所
申時内

所
申

持

時内￥
所
申

き
ま
し
い

 

ろ
ひ
し
よ

こ

　じ

　ふ        

し
ろ
ひ

げ
し
だ
さ

お

ず

し

お

ず

か

し
よ
ぶ
の

ず
か
ち
み

        

お

だ

た

 

や

 

えお

き

ゆ

し
と
ね
か

し
よ
き
ゆ

い
ぺ
ん
り

お

で

ひ

お

だ

さ

こ

い

あ

        

る
げ
し

        

つ
も
た

こ

お

な

こ

ず

か

こ

ち

さ

じ

ん

か

お

さ

ま

つ
み
さ
ま

ち
い
る
つ

お

き

ゆ

ち
き
ん
け

じ

つ

じ

お

し

と

と

げ

し

お

み

す

        

る
げ
し

え

ず

し

        

る
さ
ま

い
へ
じ

う
ぞ
い
た

こ

ね

つ

お

じ

ふ

じ

し

と
き 

 

よ 
 

こ

.

　
　

  

る
ぼ
の
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合同フェスティバルで
大賑わい

ちびっこ運動会で
元気よく
　未就園の子どもたちを対象にした運動会が開催
され、150組の親子が集まりました。運動会で
は、大玉ころがしやパンくい競争などが行われ、
子どもたちは元気いっぱい駆け回りました。

　各会場にはそれぞれコーナーが設けられ、
日ごろできない体験ができました。

10月19日㈮

10月28日㈰

なりきりナース体験

健康ひろば 放水体験

しんしろ防災
フェスタ

ミニ竹ぼうき作り体験

しんしろシルバーまつ
り

皆さんからの情報をお待ちしております。
イベント紹介や募集、地区の出来事など、皆さんからの耳寄りな話をお寄せください。しみんのトビラ 秘書広報課  　23‐7623

info@city.shinshiro.lg.jp
問 本

em

TEL

旬な食材と豆知識、食材を利用した１品と、食材をモチーフにした
新城市食育推進キャラクター「お食べん武将隊」（全12種類）を紹介します。

旬の食材を使った１品

『里芋と豚肉の
中華風揚げ煮』

今月の旬な食材

　愛知の伝統野菜に選定され、

「八名丸」として商標登録され
ている。

丸い形と粘りが強いことが特徴
。

食育推進キャラクター「やなまる」

　さといも界では由緒正しいお家柄。
粘り強くコツコツ努力する。

八名丸
さといも
八名丸
さといも
八名丸
さといも

☆作り方☆

☆材料☆（4人分）
…500ｇ

……………200ｇ
………小さじ2

………………小さじ2
……1片

……大さじ2

里芋（皮をむいたもの）
豚肉（薄切り）
　　　しょうゆ
　　　酒
しょうが（みじん切り）
ねぎ（みじん切り）

A
下味

①里芋を繊維に沿って縦５ｍｍに切る。170℃の揚げ
油に入れて、竹串が通るまで揚げる。

②豚肉は３～４ｃｍ幅に切り、下味を絡めておく。
③中華鍋にサラダ油を入れ、しょうがを入れて弱火で
炒め、ねぎを加える。

④③に豚肉を加えて炒め、火が通ったら①と材料Ａを
加え、汁気がなくなるまで炒める。青み野菜を加え
て混ぜ合わせる。

レシピ：新城市食育推進実行委員会（農村輝きネット・しんしろ）

12月８日㈯
午後２時～３時　
豊橋創造大学多目的ホール
東三河５市共催により来年
５月に公演されるオペラ「トゥーランドット」。
今回は高校のコーラス部を全国トップレベルにま
で育てあげた近藤惠子先生を迎え「近藤惠子の合
唱ワークショップ」を開催します。　
150人（先着順）

※事前にお申し込みにください。
無料

三河市民オペラ
第２回 オペラセミナー

新春文化行事

平成25年１月９日㈬
午前10時～午後２時

市民初釜茶会
文化会館和室（桜の間・松の間）
3,000円

※前売券をお買い求めください。
券取り扱い・茶華友の会
　23‐3266（今泉）

初生け会
文化会館302講習室

時

所

所

￥

市文化協会
　23‐7656

問

TEL

TEL

三河市民オペラ制作委員会
　090‐4466‐2800（鈴木）

申 問

TEL

………………………大さじ1
………………大さじ2

…大さじ1/2
…………………大さじ1.5
……………………大さじ1

……………………………適宜
………適量

　　酒
　　しょうゆ
　　オイスターソース
　　砂糖
サラダ油
揚げ油
青み野菜（茹でたもの）

時

所

内

定

￥
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ecoとぴっくすエ コ
Topicsecoとぴっくすエ コ
Topicsecoとぴっくすエ コ
Topics

　
市
で
は
地
球
温
暖
化
防
止
の
一
環
と

し
て
、
家
庭
や
事
業
所
な
ど
で
誰
で
も

気
軽
に
取
り
組
め
る
「
緑
の
カ
ー
テ
ン

倶
楽
部
」
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
ニ
ガ
ウ
リ
、
ア
サ
ガ

オ
な
ど
の
つ
る
性
植
物
を
窓
や
壁
面
に

茂
ら
せ
、
夏
の
強
い
日
差
し
を
さ
え
ぎ

り
、
涼
し
い
風
を
部
屋
の
中
に
呼
び
込

む
こ
と
で
、
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
る
時
間

を
減
ら
し
、
省
エ
ネ
と
二
酸
化
炭
素
排

出
量
の
削
減
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を

目
指
す
も
の
で
す
。

　
４
年
目
と
な
る
今
年
度
は
、
「
家
庭

部
門
」
と
「
事
業
所
等
部
門
」
に
分

け
、
Ｊ
Ａ
愛
知
東
、
中
部
電
力
㈱
新
城

営
業
所
と
の
共
催
に
よ
る
コ
ン
テ
ス
ト

形
式
に
よ
り
、
応
募
者
の
中
か
ら
よ
り

良
好
な
取
り
組
み
事
例
を
表
彰
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
６
月
末
ま
で
に
家
庭
部
門
55
人
、
事

業
所
等
部
門
19
組
の
方
が
緑
の
カ
ー
テ

ン
倶
楽
部
へ
登
録
さ
れ
、
う
ち
家
庭
部

門
38
人
、
事
業
所
等
部
門
13
組
の
応
募

の
中
か
ら
、
９
事
例
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
　
今
回
は
、
表
彰
さ
れ
た
取
り
組
み
事

例
の
中
か
ら
８
作
品
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

環境課  　　　23‐7677／　 23‐8388

生活衛生課  　22‐0521／　 22‐0554FAX

FAXTEL

TEL

申 本

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
倶
楽
部
」
コ
ン
テ
ス
ト 

結
果
発
表

く
　
　
ら
　
　
ぶ

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
倶
楽
部
」
コ
ン
テ
ス
ト 

結
果
発
表

く
　
　
ら
　
　
ぶ

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
倶
楽
部
」
コ
ン
テ
ス
ト 

結
果
発
表

く
　
　
ら
　
　
ぶ

　
10
月
21
日
㈰
と
翌
週
28
日
㈰
の
２
週

に
わ
た
り
、
市
内
10
カ
所
の
会
場
で
、

「
第
２
回
し
ん
し
ろ
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス

タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
は
国
土

交
通
省
・
中
部
地
方
整
備
局
が
呼
び
か

け
て
い
る
「
川
と
海
の
ク
リ
ー
ン
大
作

戦
」
に
合
わ
せ
て
開
催
し
、
ク
リ
ー
ン

フ
ェ
ス
タ
の
ほ
か
に
も
、
東
海
３
県
の

1
0
0
を
超
え
る
会
場
で
、
同
様
の
催

し
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
（
た
だ
し
、

実
施
日
や
催
し
の
名
前
は
そ
れ
ぞ
れ
の

会
場
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

　

今
回
は
、
約
１
，8
０
０
人
の
皆
さ

ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
約
１
・
６
ｔ

の
ご
み
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
昨
年
秋
と
比
べ
る
と
、
回
収
量
は

約
１
ｔ
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
は
今

回
で
終
了
で
す
が
、
来
年
度
も
年
２
回

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
多
く
の

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
実
施
時
期
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

事　業　所　等　部　門

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
倶
楽
部
」
コ
ン
テ
ス
ト 

結
果
発
表さかえの郷デイサービスセンター新城 様 ８月31日撮影

さと

最優秀賞最優秀賞

三菱電機㈱名古屋製作所新城工場 様
７月27日撮影

優秀賞優秀賞

渡辺操一 様（富岡地区）８月18日撮影
わたなべそういち

優秀賞優秀賞

建部和代 様（中宇利地区）８月30日撮影
たて べ  かず よ

優秀賞優秀賞

愛知県立新城高等学校 様 ９月３日撮影

特別賞特別賞

横浜ゴム㈱新城工場物流課 様
９月３日撮影

優秀賞優秀賞

小野田博明 様（上平井地区）９月１日撮影
お   の   だ ひろあき

優秀賞優秀賞 家　庭　部　門

岩附玲子 様（川田地区）８月19日撮影
いわつきれい こ

最優秀賞最優秀賞

「
省
エ
ネ
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
結
果
を
発
表
し
ま
す

第
２
回
し
ん
し
ろ
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
し
た

今
回
の
受
賞
世
帯

「
削
減
率
」（
平
成
22
年
同
期
比
）
部
門

第
１
位　
村
上
伸
郎
さ
ん

　
　
　
　
【
削
減
率
48
・
６
％
】

第
２
位　
清
原
忠
興
さ
ん

　
　
　
　
【
削
減
率
44
・
７
％
】

第
３
位　
丹
羽
貴
裕
さ
ん

　
　
　
　
【
削
減
率
39
・
８
％
】

「
電
気
使
用
量
が
少
な
い
」
部
門

（
世
帯
一
人
当
た
り
、
対
象
期
間
７
〜
８
月
に
換
算
）

第
１
位　
渡
邉
範
好
さ
ん

　
　
　
　
【
使
用
量
64
・
３
kWh
】

第
２
位　
梅
田
道
夫
さ
ん

　
　
　
　
【
使
用
量
85
・
７
kWh
】

第
３
位　
萱
苗
正
美
さ
ん

　
　
　
　
【
使
用
量
１
０
４
・
３
kWh
】

「
市
民
節
電
所
（
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
）」

と
し
て
新
た
に
認
定
さ
れ
た
世
帯　

（「
削
減
率
」
15
％
以
上
を
達
成
さ
れ
た
世
帯
）

　
　
　
　
８
世
帯

　
今
回
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
方
も
、
ぜ

ひ
来
年
は
参
加
し
て
、
省
エ
ネ
行
動
に

取
り
組
み
、
上
位
を
目
指
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

市
民
節
電
所
と
は

　
各
家
庭
な
ど
で
省
エ
ネ
に
努
め
る
よ

う
に
な
る
と
、
そ
の
分
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
電
気
・
化
石
燃
料
）
が
残
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
残
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
「
発
電
所
」
を

建
設
し
た
こ
と
と
同
じ
に
な
る
と
い
う

考
え
方
が
「
節
電
所
」
で
す
。

　
市
で
は
、昨
年「
新
城
市
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
市
役
所
内

で
の
節
電
、
省
エ
ネ
率
先
行
動
の
徹
底

お
よ
び
市
民
・
事
業
所
へ
の
節
電
、
省

エ
ネ
行
動
の
取
り
組
み
を
「
市
民
節
電

所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
推
進
し
て

い
ま
す
。

「
省
エ
ネ
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
内
容

　
そ
の
市
民
節
電
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
と
し
て
、
市
役
所
内
で
の
節
電
・

省
エ
ネ
の
取
り
組
み
に
よ
り
生
ま
れ
た

余
剰
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
電
気
料
金
）
の
一

部
を
皆
さ
ん
へ
還
元
し
、
節
電
な
ど
の

意
識
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
の
「
省
エ

ネ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
で
２
年
目
と
な
る
コ
ン
テ
ス
ト

で
は
、
こ
の
７
〜
８
月
分
の
電
気
使
用

量
と
平
成
22
年
同
時
期
の
も
の
を
比
べ

た
削
減
率
な
ど
を
競
い
ま
し
た
。ま
た
、

参
加
21
世
帯
の
う
ち
、
今
回
初
め
て
好

成
績
を
収
め
た
方
へ
は
、賞
状
と
賞
品
、

市
民
節
電
所
認
定
証
を
お
送
り
し
ま
し

た
。

千
郷
中
学
校
美
術
部
の
皆
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
、

市
役
所
本
庁
舎
玄
関
に
立
て
か
け
た
看
板

む
ら 

か
み 

の
ぶ 

ろ
う

き
よ 

は
ら 

た
だ 

お
き

  

に   

わ  

た
か 

ひ
ろ

わ
た 

な
べ 

の
り 

よ
し

う
め  

だ  

み
ち  

お

か
や
み
ょ
う
ま
さ 

み

今
月
の
「
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
」

譲
り
た
い
も
の

・
石
油
遠
赤
ヒ
ー
タ
ー

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の

・
家
庭
用
ミ
シ
ン

・
電
子
レ
ン
ジ

・
子
ど
も
用
自
転
車

※
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
へ
の
掲
載
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
①
住
所
、

②
氏
名
、
③
電
話
番
号
、
④
品

名
と
特
徴
を
生
活
衛
生
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

22
‐
0
5
2
1

22
‐
0
5
5
4

clean-center@
city.shinshi

ro.lg.jp

郵
送
先

〒
４
４
１
‐
１
３
２
２

新
城
市
日
吉
字
樋
田
56
番
地

生
活
衛
生
課
あ
て

Ｔ
Ｏ
Ｐ
↓
く
ら
し
↓
ご
み
・
リ

サ
イ
ク
ル 

↓ 

リ
ユ
ー
ス
の
広
場

emhp TELFAX



市内の交通事故状況市内の交通事故状況

募
の
人
求
と
し
探
事
仕
お
　

い
さ
だ
く
用

。

。
す
で
料
無
てべ
す
め
た
の
関

方
る
い
て
し
探
を
事
仕
お

望
希
接
面、
談
相
の
事
仕
　

歴
履、
介
紹
の
へ
者

・
書

歴
経

方
き
書
の
類
書
種
各
ど
な
書

ス
イ
バ
ド
ア

る
い
て
し
を
集
募
の
人
求

ど
な
社
会
　
　
　
　
　
　
　

求、
み
込
し
申
の
集
募
人
求
　

談
相
る
す
関
に
件
条
人

22 -  

0
6
1
1

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

10 

月 

中

累
計
10

在
現
末
月

分
人身
事故
件数

物損
事故
件数

23年

24年

増減

23年

24年

増減

27

25

－2

231

191

－40

0

0

0

2

0

－2

32

31

－1

281

247

－34

32

31

－1

283

247

－36

136

99

－37

1090

952

－138

城
新

取り扱い求人数 Job placem
ent office SH

IN
SH

IR
O

平成23年度　親子交通安全標語　優秀作品

「みぎひだり
　　かくにんしっかり
　　　　　はいおっけい」

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

すこやか相談（育児相談）

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

身体障害者福祉相談

新 城 市 福 祉 相 談 会

女性悩みごと電話相談

男性悩みごと電話相談

消 費 生 活 相 談

勤 労 者 生 活 相 談

若年者向け就職相談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

毎週月～金曜日（要予約）

12／３㈪ 午前９時（要予約）

12／３㈪ 午前10時（要予約）

12／７㈮ 午前９時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

12／18㈫ 午前９時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

毎週月～金曜日 午前９時～午後５時（要予約）

12／13㈭ 午前10時～午後３時　※10日㈪ 正午までに要予約

12／27㈭ 午前10時～午後３時　※25日㈫ 正午までに要予約

12／12㈬、26日㈬ 午後１時～４時（要予約）

12／６㈭ 午後１時～４時

12／19㈬ 午後１時～４時

12／10㈪ 午後１時～４時

12／14㈮ 午後１時～４時

12／12㈬ 午前10時～正午

12／14㈮、28㈮ 午前10時30分～午後２時30分

12／20㈭ 午後6時～8時

12／４㈫、11日㈫ 、18日㈫ 、25日㈫ 
午後１時～４時　受付は3時30分まで

12／19㈬ 午前10時～午後４時　※正午～午後１時は休憩

12／14㈮ 午後１時～４時

12／11㈫ 午前10時～午後３時

12／11㈫ 午前10時～午後３時

12／19㈬ 午後１時～４時

12／25㈫ 午前10時～午後３時　※年金の代理請求は委任状必要

12／22㈯ 午前９時～正午（要予約）　

新城設楽児童相談センター

各保健センター

作手保健センター

作手保健センター

新城保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

鳳来開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター相談室

社会福祉協議会作手センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館研修室

秘 書 広 報 課

秘 書 広 報 課

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

豊川市役所北庁舎4階市民相談室

市民体育館第1会議室

作手開発センター

鳳来開発センター

市民体育館第1会議室

都 市 計 画 課

新城設楽児童相談センター

新 城 保 健センター

作手保健センター

作手保健センター

作手保健センター

新城保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会作手センター

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

フ リ ー ダ イ ヤ ル

フ リ ー ダ イ ヤ ル

商 工 課

商 工 課

豊川市役所商工観光課

市 民 保 険 課

作手総合支所地域振興課

鳳来総合支所地域振興課

市 民 保 険 課

都 市 計 画 課

23-7366

23-8551

37-2839

37-2839

37-2839

23-8551

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-5618

23-5618

0120-874-412

0120-874-412

23-7634

23-7634

0533-89-2140

23-7628

37-2279

32-1983

23-7625

23-7640

※
平
成
24

在
現
末
月
９
年

2012.12広報しんしろ 26

相 談 名 と 　 き と こ ろ 申し込み・問い合わせ

（東部保育園　中尾 康誠）

● ● ● ●● ● ● ●各 種 相 談12月の

介
・
護
看

護…
…

営
・
売
販

業…
…

　
　
　
事

務…
…

　
　
　
製

造…
…

全 
職 

種 

計…
…

108
人

54
人

31
人

124
人

616
人

2012.12広報しんしろ27
※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

全面広告



◆第21回◆

馬防柵

　

長
篠
・
設
楽
原
の
戦
い
と
い

え
ば
、
必
ず
「
火
縄
銃
」
が
出

て
き
ま
す
。

　

織
田
信
長
、
徳
川
家
康
が
用

意
し
た
３
千
丁
の
火
縄
銃
が
連

合
軍
を
勝
利
に
導
い
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

火
縄
銃
だ
け
で
連
合
軍
が
武
田

軍
に
勝
利
し
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
火
縄
銃
と
同
じ
く
ら

い
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
「
馬
防
柵
」
で
す
。

◆
決
戦
当
時
の
風
景

　

設
楽
原
は
連
吾
川
の
両
サ
イ

ド
に
弾
正
台
地
と
信
玄
台
地
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
北
の
方
に

は
雁
峰
山
が
あ
り
ま
す
。
今
、

私
た
ち
は
設
楽
原
に
立
つ
と
、

広
報
し
ん
し
ろ

平
成
24
年
12
月
号

発
行
　
新
城
市
役
所
・
編
集
　
秘
書
広
報
課

〒
4
4
1-

1
3
9
2
　
愛
知
県
新
城
市
字
東
入
船
6-

1

　
0
5
3
6-

23 -

7
6
2
3
　
　
0
5
3
6-

23 -

7
2
9
6
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TEL
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木
々
に
覆
わ
れ
た
山
々
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
景
色
は
戦
い

の
あ
っ
た
当
時
と
は
大
き
く
異

な
り
ま
す
。

　

決
戦
当
時
、
設
楽
原
の
周
辺

の
山
々
に
は
あ
ま
り
大
き
な
木

が
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
辺
り
の
山
々
は
草
刈

り
山
と
い
っ
て
、
田
畑
に
肥
料

と
し
て
撒
く
た
め
の
草
を
刈
る

山
々
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
今
の
よ
う
に
杉

や
檜
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
高
さ

が
１
〜
２
ｍ
ぐ
ら
い
の
低
木
が

茂
る
よ
う
な
山
だ
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

◆
設
楽
原
へ
木
を
運
ぶ

　

信
長
と
家
康
は
、
設
楽
原
に

馬
防
柵
を
築
く
た
め
に
、
兵
一

人
が
一
本
ず
つ
の
丸
太
と
背
丈

ほ
ど
の
長
さ
の
縄
を
持
た
せ
て

設
楽
原
に
向
か
わ
せ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
設
楽

原
だ
け
で
は
十
分
な
材
木
を
用

意
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
分

か
っ
て
い
た
と
同
時
に
、
も
う

一
つ
の
理
由
が
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
理
由
は
、
設
楽
原
へ
持

ち
込
む
火
縄
銃
の
本
数
を
武
田

軍
に
正
確
に
把
握
さ
せ
な
い
た

め
と
い
う
こ
と
で
す
。
火
縄
銃

を
持
つ
人
、
材
木
を
持
つ
人
が

一
緒
に
歩
い
て
い
れ
ば
、
遠
目

に
は
火
縄
銃
と
材
木
が
混
ざ
り

合
っ
て
、
よ
く
分
か
ら
な
か
っ

た
の
で
は
と
い
う
こ
と
で
す
。

◆
馬
防
柵
の
役
割

　

馬
防
柵
を
連
吾
川
沿
い
に

延
々
２
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
築
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
連
合
軍
は
設

楽
原
に
巨
大
な
お
城
を
築
い
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
連
吾

川
が
お
堀
の
役
割
を
果
た
し
、

馬
防
柵
が
塀
の
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
馬
防
柵
に
よ
っ
て
武
田

軍
は
そ
の
行
く
手
を
阻
ま
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
火
縄
銃
を
撃
つ
鉄
砲

隊
に
と
っ
て
も
、
こ
の
馬
防
柵

は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
し
た
。
重
た
い
火
縄
銃
を
構

え
る
た
め
の
台
と
し
て
の
役
割
、

武
田
軍
か
ら
鉄
砲
隊
を
守
る
た

め
の
役
割
、
攻
め
込
ん
で
く
る

武
田
軍
へ
の
恐
怖
心
を
和
ら
げ

る
た
め
の
役
割
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。

　

火
縄
銃
と
と
も
に
、
こ
う
し

た
馬
防
柵
を
作
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
信
長
と
家
康
は
勝
利
を
連

合
軍
方
に
引
き
寄
せ
た
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

【 勝敗の境目 】【 勝敗の境目 】

～馬防柵を作る～～馬防柵を作る～
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